
図面新規作成 矢吹 ＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2
標準納まり図（ＲＣ造）

矢吹

10

2.5

＜注記＞

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞

6
5

1
5

カナメルーフ ３型

2017.03.03

2017.03.03

本体瓦納まり

C 0 3 A - D - 1 7 1 - 1 - 0 0

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

桟木ピッチ 362

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

横桟木(図例：30×36)

カナメルーフ３型 本体瓦

コンクリートビスφ6×120 @606以下

均しモルタル t=15～20

ＲＣ躯体

アスファルトルーフィング940以上

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

（あり・なし）
バックアップ材

3
0



＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2
標準納まり図（ＲＣ造）

矢吹

10

2.5

＜注記＞

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞

下地材位置決め金具
@1000以下、t=1.5

(30.
5) (33.

4)
70以

上

(
1
0
8
.
5
)

現
場
合
わ
せ

空気の流れ

カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03 軒先瓦納まり

軒先巴

C 0 3 A - D - 2 7 1 - 1 - 0 0

通気口

軒先下地材 t=1.5

7
5

水切り（現場加工）

軒先通気水切り

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

桟木ピッチ 348

桟木ピッチ 362

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

リーマ付きドリルビス L=45

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

ＣＡタイプ
軒先唐草

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め

カナメルーフ３型
軒先瓦

コンクリートビス
φ6×120 @606以下

アスファルトルーフィング940以上

ＲＣ躯体

均しモルタル t=15～20

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

カナメルーフ３型 本体瓦

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

オールアンカーＴ型またはコンクリートビス(φ6×50以上)

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

（あり・なし）
バックアップ材

3
0

横桟木(図例：30×36)



＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2
標準納まり図（ＲＣ造）

矢吹

10

2.5

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞

下地材位置決め金具
@1000以下、t=1.5

(30.
5) (33.

4)
70以

上

(
1
0
8
.
5
)

現
場
合
わ
せ

空気の流れ

カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03

軒先巴

C 0 3 A - D - 2 7 2 - 1 - 0 0

通気口

軒先下地材 t=1.5

7
5

水切り（現場加工）

軒先通気水切り

桟木ピッチ 348

桟木ピッチ 362

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

ＣＡタイプ
軒先唐草

リーマ付きドリルビス L=45

コンクリートビス
φ6×120 @606以下

アスファルトルーフィング940以上

ＲＣ躯体

均しモルタル t=15～20

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

リーマ付きドリルビス L=50

カナメルーフ３型 本体瓦

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め

カナメルーフ３型
軒先瓦

オールアンカーＴ型またはコンクリートビス(φ6×50以上)

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

＜注記＞

・※軒先瓦バックアップ材は、以下の条件で必須

・本体瓦が銅板の場合

・積雪地域の場合（垂直積雪量100cm以上）

軒先瓦バックアップ材
※

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

軒先瓦納まり(軒先瓦バックアップ材仕様)

（あり・なし）
バックアップ材

3
0

横桟木(図例：30×36)



標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

＜注記＞

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞

6
5

1
5

70以上 30 30

下地材位置決め金具
@1000以下、t=1.5

変 更 内 容年月日 製図記号

水切り（現場加工）

カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03 ケラバ納まり（袖キャップ仕様）

@455 現場納まりによる

鉄骨ﾋﾞｽ

C 0 3 A - D - 3 7 1 - 1 - 0 0

横桟木(図例：30×36)

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

(66.5)

(36.5) 30

ステンカラー
スクリュー釘

＃12×32

カナメルーフ３型 本体瓦 袖キャップ

ケラバ下地材 t=1.0

コンクリートビスφ6×120 @606以下

コンクリートビス(φ6×50以上)オールアンカーＴ型またはコンクリートビス(φ6×50以上)

アスファルトルーフィング940以上

均しモルタル t=15～20

ＲＣ躯体
(発泡ポリスチレン:50倍品)

通気断熱６５

Ｖｉタルキ@303 t=1.5以上(ケラバ端部)

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

バックアップ材（あり・なし）

3
0



標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

＜注記＞

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03 ケラバ納まり （袖瓦仕様）

6
5

1
5

下地材位置決め金具
@1000以下、t=1.5

水切り（現場加工）

@455 現場納まりによる 合わせ
現場

70以上 30 30

C 0 3 A - D - 3 7 2 - 1 - 0 0

横桟木(図例：30×36)

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

カナメルーフ３型 本体瓦

コンクリートビスφ6×120 @606以下

コンクリートビス(φ6×50以上)オールアンカーＴ型またはコンクリートビス(φ6×50以上)

アスファルトルーフィング940以上

均しモルタル t=15～20

ＲＣ躯体
(発泡ポリスチレン:50倍品)
通気断熱６５

Ｖｉタルキ@303 t=1.5以上(ケラバ端部)

鉄骨ビス

袖瓦

ケラバ下端包み(現場対応) ステンカラー
スクリュー釘

＃12×32

ケラバ下地材 t=1.0

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

192

つかみ込む

→
袖瓦寸法192
優先のため

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

バックアップ材（あり・なし）

3
0



標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

10

2.5

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞

正面雨押さえ（現場加工）

カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03 壁取り合い納まり(正面雨押さえ仕様)

1
2
0
以

上

＜注記＞

C 0 3 A - D - 4 7 1 - 1 - 0 0

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

ＲＣ躯体

均しモルタル t=15～20

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

(
2
5
0
～
3
5
0
)

コンクリートビスφ6×120 @606以下

6
5

1
5

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

アスファルトルーフィング940以上

横桟木(図例：30×36)

カナメルーフ３型 本体瓦

シーリング処理

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

面戸板

本体瓦谷部立ち上げ

木ビス L=90以上 本体瓦山部貫通

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

木下地 30×90

木下地 30×45～60

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

2
7

30
バックアップ材（あり・なし）

つかみにて谷部

を立ち上げる

3
0



標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03 壁取り合い納まり(側面雨押さえ仕様)

＜注記＞

C 0 3 A - D - 4 7 2 - 1 - 0 0

@455

現場納まりによる

1
2
0
以

上

側面雨押さえ（現場加工）

木下地 40×45

t=1.5以上

(
2
5
0
～

3
5
0
)

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

コンクリートビスφ6×120 @606以下

シーリング処理

木ビス L=90以上

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

Ｖｉタルキ通し t=1.5以上

Ｖｉタルキ @606 L=200

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

カナメルーフ３型 本体瓦

横桟木(図例：30×36)

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上 横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め

115
アスファルトルーフィング940以上

均しモルタル t=15～20

ＲＣ躯体

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

リーマ付きドリルビス L=50

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

木下地 18×90

壁取り合い捨板

2
7

30

バックアップ材（あり・なし）

3
0

6
5



標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

・（ ）は参考値

＜カナメ通気断熱システム＞

※谷部は水上から水下まで通しで二重貼り

カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03 谷納まり１

＜注記＞

C 0 3 A - D - 5 7 1 - 1 - 0 0

横桟木(図例：30×36)

谷桟木(図例：30×36)

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

ステンカラースクリュー釘 ＃12×50

カナメルーフ３型 本体瓦

コンクリートビスφ6×120 @606以下

アスファルトルーフィング940以上

ＲＣ躯体

均しモルタル t=15～20

谷樋

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上
横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

バックアップ材（あり・なし）

3
0

6
5



矢吹図面新規作成

＜注記＞

・（ ）は参考値

標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

＜カナメ通気断熱システム＞カナメルーフ ３型

2017.03.03

2017.03.03 谷納まり２

※谷部は水上から水下まで通しで二重貼り

C 0 3 A - D - 5 7 2 - 1 - 0 0

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

コンクリートビスφ6×120 @606以下

アスファルトルーフィング940以上

ＲＣ躯体

均しモルタル t=15～20

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

吊子(現場加工)

谷樋

谷桟木(図例：30×36)

横桟木(図例：30×36)

カナメルーフ３型 本体瓦

ステンカラースクリュー釘
＃12×50

雪害対策

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

バックアップ材（あり・なし）

3
0

6
5



標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）

承 認 製 図検 図

備 考
品 番

検 図

株式会社

1/2

矢吹

＜カナメ通気断熱システム＞

・（ ）は参考値

＜注記＞

カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03

6
5

1
5

(30)

(170)木下地30×36

笠板

側面板

本体瓦谷部立ち上げ

10

2.5

空気の流れ 空気の流れ

主棟納まり (換気箱棟仕様)

C 0 3 A - D - 6 7 1 - 1 - 0 0

木下地30×90

面戸板

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

30×45～60
木下地(棟頂部)

木ビス L=25

木ビス L=25

木ビス L=100以上 本体瓦山部貫通

つかみにて谷部
を立ち上げる

コンクリートビスφ6×120 @606以下

ステンカラースクリュー釘
＃12×50

(棟頂部でカット)
(発泡ポリスチレン:50倍品)
通気断熱６５

横桟木(図例：30×36)

カナメルーフ３型 本体瓦

アスファルトルーフィング
940以上

ＲＣ躯体

均しモルタル t=15～20

リブＬ @606

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め
リーマ付きドリルビス L=50

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

バックアップ材（あり・なし）

3
0



＜注記＞

・（ ）は参考値

標準納まり図（ＲＣ造）

＿

＿

ｶｯﾄ代含まず

Ａ３

縮 尺質量(g)

用 紙

品 名

図 名

名 称

図面番号変 更 内 容年月日 製図記号

材 質 材料寸法板厚（t）
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矢吹

＜カナメ通気断熱システム＞カナメルーフ ３型

図面新規作成 矢吹2017.03.03

2017.03.03

(160)

自在面戸

木下地 30×30～36

C 0 3 A - D - 6 7 2 - 1 - 0 0

隅棟納まり (丸棟Ｓ仕様)

■横桟木寸法

30×36を推奨

3
0

30～36

リブＭ

ステンカラースクリュー釘 ＃12×32

丸棟カバーＳ 木ビス L=28

リーマ付きドリルビス L=50

アスファルトルーフィング940以上

均しモルタル t=15～20

ＲＣ躯体

コンクリートビスφ6×120 @606以下

(隅棟頂部でｶｯﾄ)

Ｖｉタルキ @455 L=3636、t=1.5以上

通気断熱６５(発泡ポリスチレン:50倍品)

横桟木(図例：30×36) カナメルーフ３型 本体瓦

本体瓦はぜ組み

軒先から２段目まで
の納まりを示す

横桟木固定ビス Ｖｉタルキ止め

木ビス L=90以上 本体瓦山部貫通

Ｒ＆Ｄ

'17.04.19

鈴木

Ｒ＆Ｄ

星(豊)
'17.04.19

（あり・なし）
バックアップ材

本体瓦立ち上げ
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	C03A-D-171-1-00 本体瓦納まり
	C03A-D-271-1-00 軒先瓦納まり
	C03A-D-272-1-00 軒先瓦納まり（軒先Bu材仕様）
	C03A-D-371-1-00 ケラバ納まり（袖キャップ）
	C03A-D-372-1-00 ケラバ納まり（袖瓦）
	C03A-D-471-1-00 壁取合い納まり（正面）
	C03A-D-472-1-00 壁取合い納まり（側面）
	C03A-D-571-1-00 谷納まり１
	C03A-D-572-1-00 谷納まり２
	C03A-D-671-1-00 主棟納まり（換気箱棟）
	C03A-D-672-1-00 隅棟納まり（丸棟Ｓ）

